
船舶事故等調査報告書 

                                    平成２２年８月２６日 

                             運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

事故等番号 ２００９門第１０２号 

事故等種類 衝突 

発生日時 平成２１年７月６日 ０４時１８分ごろ 

発生場所 山口県彦島南西方沖関門航路内 福岡県北九州市小倉日明防潮堤灯台から

真方位０３７°１,３７０ｍ付近（概位 北緯３３°５５.０′ 東経１３

０°５３.７′） 

事故等調査の経過  平成２１年７月６日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事務所）

ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

Ａ 貨物船 氷川
ひかわ

丸、４９８トン 

   １３１６４６、有限会社徳島汽船 

Ｂ 貨物船 松
しょう

竜
りゅう

丸、４９０トン 

   １３１８２７、鉄道建設・運輸施設整備支援機構、松島海運有限会 

   社 

 乗組員等に関する情報 Ａ 船長、五級海技士（航海） 

Ｂ 船長、五級海技士（航海） 

 死傷者等 なし 

 損傷 Ａ 左舷船首ブルワークに擦過傷 

Ｂ 右舷中央部に破口 

 事故等の経過 

 

 Ａ船は、船長Ａほか４人が乗り組み、関門航路内において、約１１ノッ

ト（kn）の速力で手動操舵により北北西進中、Ｂ船は、船長Ｂほか３人が

乗り組み、約８kn の速力で自動操舵により北北東進中、平成２１年７月６

日０４時１８分ごろ、Ａ船の左舷船首部とＢ船の右舷中央部とが衝突した。

 その後、両船は、自力で航行した。 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 東、風力 ２、視界 良好 

潮流：東流最強時の約１時間後南東流約１.８kn 

分析 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象の関与 

判明した事項の解析 

あり 

なし 

なし 

船長Ａは、関門航路内の小倉日明防潮堤付近で、

停船していたＢ船を追い越したので、Ｂ船は、Ａ船

の後方を航行していると思い込んだ可能性がある

と考えられる。 

Ａ船は、左舷方のＢ船に気付かなかったことか

ら、周囲の適切な見張りを行っていなかったものと

考えられる。 

 船長Ｂは、停船中、北東進するＡ船を見たので、

Ａ船は、関門航路東口に向かうと思い込んだ可能性

があると考えられる。 

Ｂ船は、右舷方のＡ船に気付かなかったことか



ら、周囲の適切な見張りを行っていなかったものと

考えられる。 

原因  本事故は、関門航路内の小倉日明防潮堤付近において、Ａ船が北北西進

中、Ｂ船が北北東進中、両船が適切な見張りを行っていなかったため、両

船が衝突したことにより発生したものと考えられる。 

 




